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所属:株式会社スタイルズ
 AWSを主としたIoTサービスの設計・構築担当

好きなAWSサービス

 AWS Lambda

自己紹介



対象者

 蓄積したデータの可視化を検討されている方

本日のゴール

 蓄積したIoTデータを可視化するために使えるAWSのサービスについて理解する

本日の対象者とゴール



本日お話しすること

本日お話しすること

 Amazon Quicksightを利用したデータ可視化の方法について

本日お話ししないこと(過去のウェビナーをご確認ください)

 IoT機器などからAWSへのデータ格納及び抽出の方法

 (URL:https://stg-www.stylez.co.jp/webinar/iot/)



アジェンダ

データ可視化に使うAWSサービスについて

 Amazon QuickSightとは

 Amazon QuickSightのメリット

今回の構成について

 本ウェビナーで説明するユースケース

 AWS上での構成

データセットについて

 Amazon QuickSight上でのデータの扱いについて

 SPICEのメリットとデメリット

Amazon Quicksightの構築

 データセット

 分析

 ダッシュボード



データ可視化に使うAWSサービスについて



Amazon QuickSightとは

Amazon QuickSight は、AWSで提供されるBIサービス

AWS上のデータに限らず、さまざまなデータを可視化することができる



Amazon QuickSightのメリット

他のAWSサービスとの連携が容易

ライセンス料などの初期費用がないため、コストを抑えることができる

こんな人に
オススメ

・AWS上だけでサービスを完結させたい
・データの大部分がAWS上にある
・とりあえずデータ可視化をやってみたい



今回の構成について



本ウェビナーで説明するユースケース

工場の各製造設備ごとに設置したセンサーからデータを取得する。

工場

取得したデータは保存から可視化までAWS上で管理する。

送られてくるセンサーデータは設備200台から送信 (生産量や稼働時間)



データ蓄積

AWS上での構成

AWS IoT Core Amazon Kinesis

Data Streams

AWS Lambda

Amazon DynamoDB

Amazon S3 AWS Glue

Amazon Athena Amazon QuickSight

データ抽出 データ可視化AWS Cloud

AWS Lambda



Amazon Quicksightの構成

データセット

データの取得
データの結合

直接クエリ SPICE

分析

可視化

ダッシュボード

分析の公開
閲覧者への共有

Amazon QuickSight



データセットについて



Amazon QuickSight上でのデータの扱いについて

Amazon Quicksightで可視化するデータの取得方法は2通り

 接続先もしくはアップロードされたファイルをAmazon Quicksightで管理されてい
るSPICE 領域に保持する。

 接続先のデータソースに保持されているデータへ直接クエリを発行して取得する。

Amazon QuickSight

SPICE領域

Amazon S3

読み取り

直接クエリ(都度実行)

取り込み



SPICEのメリットとデメリット

メリット デメリット

SPICE ・直接クエリに処理速度が速い
・データ更新が最短でも15分ごと
・追加でSPICEの保存料金がかかる

直接クエリ
・クエリ実行時のリアルタイムな

データを取得可能
・データの保存料金がSPICEより安価

・SPICEに比べて処理速度が遅い

たとえば

SPICE

日次や週次で集計するデータ
(生産数や稼働時間)

直接クエリ

生産ラインの稼働状況



Amazon Quicksightの構築 データセット



CSV

今回作成するデータセット

センサーごとに生産量が記録されたCSVを用意する。

CSVをAmazon QuickSightに取り込んでデータセットにする。

センサ
ーID

生産量

A-001 1000

B-001 200

取り込み
Amazon QuickSight

集計

A-001

B-001



データセットの作成

AWS上のデータをAmazon Quicksightで取得できるように準備する



CSVファイルを取り込むと、プレビューが表示される。

データセットの作成

取り込んだデータはSPICEに保存される



Amazon Quicksightの構築 分析



分析の作成

取り込んだデータの項目名がフィールドリスト表示される



ビジュアルタイプからグラフを選択する

分析の作成 グラフの編集

X軸と値に使うデータを選択する



CSV１
(生産量データ)

CSV２
(稼働量データ)

データセットの結合

センサーごとに稼働時間が記載されたCSVを用意する。

設備ID 生産量

A-001 500

B-001 300

設備ID 稼働時間

A-001 1000

C-001 20

Amazon QuickSight

生産量データCSVと結合して一つのデータセットとして作成する。

結合したデータセットを利用してセンサーごとの生産状況と稼働状況を
合わせて可視化する。



データセット

データの結合イメージ

設備ID 生産量
稼働
時間

A-001 500 1000

CSV１
(生産量データ)

CSV２
(稼働量データ)

設備ID 生産量

A-001 500

B-001 300

設備ID 稼働時間

A-001 1000

C-001 20

両方のCSVファイルに共通する設備IDのみをデータセットとして結合する

結合されたデータセットには生産量と稼働時間の両方が記載されている



データセットの編集 データの結合

データセットの編集画面からデータを追加する。



データセット上での結合

結合句と結合タイプを選択してデータを結合する。

 結合句はどちらもSensorID

 結合タイプはInnner



データセット上での結合

同じSensorIDを持つ行に生産量と稼働時間のデータが結合される。

 Inner結合のため、同じSensorIDを持たない行は表示されない。



結合したデータセットで分析の作成

生産量と稼働時間を1つのグラフで表示させる。



作成した分析をほかのユーザーにも見られるようにダッシュボードとして
公開する。

ダッシュボードの公開



Amazon Quicksightの構築 ダッシュボード



ダッシュボードの特徴

ダッシュボードは編集することができず、閲覧しかできない。



ダッシュボードと分析の違い

ダッシュボードは編集ができない

編集者と閲覧者が一致しない場合にダッシュボードを利用する

 例:全社員がデータを閲覧できるようにしたいが、編集は限られた社員のみにしたい

分析

可視化
データの結合
編集可能

ダッシュボード

分析の公開
閲覧者への共有
編集不可



まとめ



まとめ

Amazon Quicksightを使うことで蓄積したデータの可視化ができる。

SPICEというAmazon Quicksight独自のデータ保持の方式がある。

蓄積したデータをデータセットとして取り込み、分析を作成する。

分析の内容を閲覧者に公開したものがダッシュボード。



株式会社スタイルズ

https://www.stylez.co.jp

東京都千代田区神田小川町1-2 風雲堂ビル6階

Tel:03-5244-4111

実績豊富なエンジニア集団の技術と開発ツールで
「開発期間/コスト削減」「品質向上」を実現

オープンソースソフトウェア推進
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